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Belousov-Zhabotinsky反応は,化学振動の典型的な例としてよく知られているが,負

近,一様な流れの状態で chaoticな振舞を示すか否かについて論議1)"4)があり, これに

関連して,極めて注意深い実験がJ.L Hudson等5)によって行われた｡その結果によれ

ば,流速の増加に伴なって,周期が一定単位ずつ異なる一連の周期相が順次にcascade

をなして現われ,その中間の領域に,2種の周期相の chaoticな交代が見られるという,

前例のない興味深い事実が報告されている｡

我々は,実験事実に基づいて, flowlessbulkbranch と flow-inducedbranch の2種

の流域が,中間に位置するsaddleをはさんで非局在化する模型を提唱する｡この模型に

よれば, poincarereturnmapを用いる考察によって,定性的に実験でえられる周期相

の caSCadeが導かれ,また2つの周期相の中間において choaticな振舞が期待される0

模型に要求される性質の要点は,

1) poincar6returnmapが線状多様体を形成すること.

2) Transferfunctionは単調増大であり,殆どすべての領域で弱い縮小写像である

･p-嵩～,1)こと0
3) ekが周期運動の1回転に相当する値を超えれば,軌道の巻き数が1だけ減って,

ekは零から再び増加しはじめることO- に要約されるo

この場合,Transferfunctionは一般に鋸歯状 ･shift型となり,もし

4)鋸歯状階段の近傍の小さい領域で拡大写像 (β<1)が現われること｡ を

仮定すれば,軌道は全体として容易に不安定化する｡これはSaddleをはさむ2つの流域

を経巡る非局在的軌道が閉じないことを意味し, chaosが生ずることになる｡

具体的には,まず,以上の性質を備えた piece-wiselinearmodelを用い,controlpa-

rameterの変化に応じて, Transferfunctionは署に形を変えずにその位置だけずれてい

く事を確かめ,次に実験データに即したTransferfunctionを,形を保ったままその位置

をずらすことによって実際に観測される性質が順次にえられることを確かめる｡
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これによって,上記の模型が実験結果の解釈として成立っことが示される｡既に速報

した3変数模型によるsimulationの結果6)も定性的には同種の機構で説明することが出

来る｡
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